
消 防 年 報

2026（令和８年度版)

周南市消防本部

※周南地域消防指令庁舎



ま　え　が　き

　この年報は、周南市の消防現勢及び消防業務に関する諸般
の事情を収録し、将来の参考に資するとともに消防事情を広
く紹介するために編さんしたものです。
　なお、令和８年４月１日現在をもって作成したものであり
ますが、一部統計等については当該表に表示しました。



【表紙説明】
「周南地域消防指令センター」庁舎
令和６年11月15日、周南市におい

て近隣市町との指令業務共同運用化
に向け、周南地域消防指令センター
が竣工されました。
周南市、光市、下松市、光地区消

防組合に消防業務を委託する田布施
町の３市１町における指令業務を共
同で行い、業務を広域化することで、
これまで以上の迅速、効率的な災害
対応が行われることが期待されてい
ます。また、令和８年４月３日には
周南地域消防指令センターの開所式
が行われました。
令和７年11月に周南市消防本部職

員を指令センターに配置し,単独で
の運用を開始、同年12月に光地区消
防組合職員との試行運用を経て、令
和８年４月１日から本格的な共同運
用を開始しています。また、令和12
年度に下松市消防本部からの職員配
置を行い、３市１町における指令業
務共同運用が開始されます。
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１ 位置・地勢及び人口 
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１ 位置・地勢及び人口 
（１）位  置 周南市は、山口県の東南部に位置し、東経 131 度 48 分 22.4 秒、北

緯 34 度 3 分 18.2 秒の地点にあって東は下松市、光市及び岩国市に、西は防府

市、山口市に、北は島根県の吉賀町にそれぞれ接し、面積は 656.29ｋ㎡を有し

ている。 
（２）地  勢 周南市北部一帯の地域は中国山地の西端部にあり、山地が多く起伏

し、錦川と佐波川の源流地域にあたり、錦川に治水、工業用水及び発電の目的

で建設された中国地方有数の貯水量を誇る菅野ダム（9,500 万ｔ）がある。東

部は本州唯一のナベヅルの渡来地、八代があり、南部は瀬戸内海に面して、北

から南に緩やかな傾斜を有して南部一帯は平たん地をなし、更に海岸部は内海

特有の埋立地で拡大され、石油コンビナート群を形成しており、この間を東川、

富田川、夜市川等が流れ徳山湾に注いでいる。徳山湾は大島半島と仙島、黒髪

島及び大津島連島に囲まれ自然美にすぐれ、湾内は水深く波静かな天然の良港

として特定重要港湾にも指定されている。 

（３）人 口 

年 度 別 面積（ｋ㎡） 人口（人） 世 帯 数 備   考 

平成 29 年 656.29 145,839 67,956  

平成 30 年 656.29 144,472 68,021  
平成 31 年 656.29 143,113 68,088  

令和 2年 656.29 141,809 68,153  
令和 3年 656.29 140,392 68,125  
令和 4年 656.29 138,718 67,979  
令和 5年 656.29 137,248 67,959  
令和 6年 656.29 135,315 67,625  

令和 7年 656.29 133,919 67,708  

令和 8年 656.29 132,173 67,435 面積は令和８年４月１日国土地理院調べ 
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２ 沿 革 
（１）周南市消防の沿革 
◎ 平成 15 年 4 月 21 日 徳山市・新南陽市・熊毛町・鹿野町合併により、周南 

市消防本部（周南市新宿通五丁目１番３号）が発足（熊 

毛地区の常備消防については光地区消防組合消防本部 

が担当） 

条例定数１９９名 

１本部４署１出張所１分遣所とする。 

◎ 平成 16 年 1 月 15 日 消防ポンプ自動車（ＣＤ―Ⅰ型）１台更新 

◎ 平成 16 年 2 月 25 日 泡原液搬送車 １台更新 

◎ 平成 16 年 3 月 26 日 多重無線施設整備（本部、各署、千石岳・赤松ヶ平中 

継所）  

◎ 平成 17 年 1 月 27 日 消防ポンプ自動車（ＣＤ―Ⅰ型）１台更新 

◎ 平成 17 年 2 月 24 日 水槽付消防ポンプ自動車（水Ⅰ―Ｂ型）１台更新 

◎ 平成 17 年 2 月 24 日 高規格救急自動車１台更新 

◎ 平成 17 年 4 月 1 日 指令室を３階に増築し、消防緊急情報システムの運用 

開始 

◎ 平成 18 年 2 月 22 日 高規格救急自動車１台更新 

◎ 平成 18 年 3 月 13 日 小型動力ポンプ付水槽車１台更新 

◎ 平成 19 年 3 月 15 日 水槽付消防ポンプ自動車１台更新 

◎ 平成 19 年 3 月 16 日 高規格救急自動車１台更新 

◎ 平成 20 年 2 月 28 日 指揮指令車１台更新 

◎ 平成 20 年 2 月 29 日 水槽付消防ポンプ自動車１台更新 

◎ 平成 20 年 2 月 29 日 高規格救急自動車１台更新 

◎ 平成 21 年 3 月 4 日 高規格救急自動車１台更新 

◎ 平成 21 年 3 月 5 日 小型動力ポンプ付水槽車１台更新 

◎ 平成 21 年 4 月 1 日 周南市職員定数条例を改正し、消防機関の職員定数を 

２００人とする。 

◎ 平成 22 年 3 月 2 日 水槽付消防ポンプ自動車１台配備 

◎ 平成 22 年 3 月 5 日 屈折はしご自動車（シグマ）１台更新 

◎ 平成 22 年 4 月 1 日 「周南市北消防署北部分遣所」を移転し、「周南市北消 

防署北部出張所」を須々万奥７２４番１１に開設（従 

前の救急業務に加え、消防業務を開始） 

これにより１本部４署２出張所となる。 

 ◎ 平成 22 年 11 月 30 日 総務省消防庁から支援車Ⅰ型の無償貸与を受ける。 

◎ 平成 23 年 3 月 1 日 高規格救急自動車１台更新 

◎ 平成 23 年 3 月 3 日 化学消防ポンプ自動車１台更新 

◎ 平成 24 年 2 月 27 日 高規格救急自動車１台更新 

◎ 平成 24 年 3 月 1 日 小型動力ポンプ付水槽車１台更新 

 ◎ 平成 24 年 10 月 27 日 「周南市西消防署西部出張所」を移転し、周南市大字 

戸田２７４８番地の２に開設 

◎ 平成 25 年 2 月 26 日 高規格救急自動車１台更新 
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 ◎ 平成 25 年 2 月 28 日 消防ポンプ自動車（ＣＤ―Ⅰ型）１台更新 

◎ 平成 25 年 11 月 10 日 徳山東ライオンズクラブから事務連絡車１台寄贈を受 

ける。 

◎ 平成 25 年 11 月 11 日 査察広報車１台更新 

◎ 平成 25 年 12 月 4 日 はしご付消防自動車１台更新 

◎ 平成 26 年 12 月 3 日 日本消防協会から防災活動車１台寄贈を受ける。 

◎ 平成 27 年 2 月 24 日 救助工作車１台更新 

◎ 平成 27 年 3 月 2 日 消防ポンプ自動車（ＣＤ―Ⅰ型・ＣＡＦＳ）１台更新 

◎ 平成 27 年 3 月 6 日 査察広報車１台更新 

◎ 平成 27 年 10 月 23 日 査察広報車１台更新 

◎ 平成 28 年 2 月 5 日 消防ポンプ自動車（ＣＤ―Ⅰ型）１台更新 

◎ 平成 28 年 3 月 4 日 資機材搬送車１台更新 

◎ 平成 28 年 3 月 15 日 高規格救急自動車１台更新 

◎ 平成 28 年 12 月 2 日 救助工作車１台更新 

◎ 平成 28 年 12 月 9 日 指令指揮車１台更新 

◎ 平成 29 年 2 月 10 日 高規格救急自動車１台更新 

 ◎ 平成 29 年 2 月 22 日 資機材搬送車１台更新 

 ◎ 平成 29 年 12 月 15 日 査察広報車１台更新 

 ◎ 平成 30 年 1 月 31 日 大型化学高所放水車１台更新 

 ◎ 平成 30 年 2 月 20 日 高規格救急自動車１台更新 

 ◎ 平成 30 年 4 月 1 日 周南市職員定数条例を改正し、消防機関の職員定数を 

              ２１０人とする。 

◎ 平成 31 年 1 月 25 日 高規格救急自動車１台更新 

 ◎ 平成 31 年 2 月 27 日 指令指揮車１台更新 

◎ 令和 2 年 2 月 13 日 高規格救急自動車１台更新 

◎ 令和 2 年 2 月 28 日 支援車Ⅱ型１台更新 

◎ 令和 3 年 2 月 18 日 高規格救急自動車１台更新 

◎ 令和 3 年 2 月 26 日 化学消防自動車１台更新 

 ◎ 令和 3 年 4 月 1 日  旧新南陽総合支所跡地に西消防署を移転し、運用を開

始する。 

 ◎ 令和 4 年 2 月 18 日 高規格救急自動車１台更新 

 ◎ 令和 4 年 2 月 25 日 査察広報車１台更新 

 ◎ 令和 4 年 12 月 23 日 多重無線装置更新 

 ◎ 令和 5 年 2 月 15 日 高規格救急自動車１台更新 

 ◎ 令和 5 年 3 月 17 日 消防ポンプ自動車（ＣＤ―Ⅰ型）１台更新 

 ◎ 令和 5 年 4 月 1 日 周南市職員定数条例を改正し、消防機関の職員定数を 

              ２２２人とする。 

 ◎ 令和 5 年 9 月 26 日 はしご付消防自動車１台更新 

 ◎ 令和 5 年 11 月 30 日 ＮＢＣ災害用除染資機材更新 

 ◎ 令和 6 年 2 月 15 日 高規格救急自動車１台更新 

 ◎ 令和 6 年 3 月 15 日 資機材搬送車１台更新 

◎ 令和 6 年 9 月 9 日 無人航空機部隊（通称ドローン隊）発足 

◎ 令和 6 年 10 月 4 日 水槽付き消防ポンプ自動車１台更新  
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 ◎ 令和 6 年 11 月 15 日 消防指令庁舎竣工 

  ◎ 令和 6 年 11 月 20 日 消防ポンプ自動車（ＣＤ―Ⅰ型）１台更新 

 ◎ 令和 7 年 3 月 13 日 資機材搬送車１台更新 

 ◎ 令和 7 年 10 月 1 日 独立行政法人地域医療機能推進機構徳山中央病院と連

携し、ドクターカーの試行的運用を開始 

 ◎ 令和 7 年 11 月 18 日 指令システムの単独運用を開始 

 ◎ 令和 7 年 12 月 23 日  光地区消防組合消防本部との指令業務の共同運用を試

行的に開始 

 ◎ 令和 7 年 12 月 2 日 消防ポンプ自動車（ＣＤ―Ⅰ型）１台更新 

 ◎ 令和 7 年 12 月 24 日 救助工作車１台更新 

 ◎ 令和 8 年 2 月 13 日 査察広報車１台更新 

 ◎ 令和 8 年 2 月 18 日 高規格救急自動車１台更新 

 ◎ 令和 8 年 4 月 1 日  ドクターカーの正式運用開始 

 ◎ 令和 8 年 4 月 1 日 光地区消防組合消防本部との指令業務の共同運用を開

始 

 

（２）徳山市消防の沿革 

◎ 徳山市の公設消防機関は、明治２１年１月に「徳山村火災消防規約書」を制定

し、村内を分けて２５の消防組合を置いたことに始まる。明治２３年３月に消防

組合を大幅に改組し「徳山村消防組」として２５の組合を一つの組織のものとし

た。 

◎ 明治２７年２月９日国は勅令第５号「消防組規則」を公布したことにより、そ

の後は各県知事が認める消防組合でなければ公設の消防組とは認められないこ

ととなった。このことにより、明治２７年５月２２日山口県令第２４号「山口県

消防組規則施行細則」を制定公布し、この県令により市町村は新たに消防組を設

けなければならないことになり、徳山村は明治２７年１０月２５日をもって勅令

消防組を設けた。 

◎ 昭和初期に「平時における防護準備」と「有事における防護実施の協力援助」

を目的とし、更に「防空」の事案をからめて全国自治体に「防護団」が創設され

たが、徳山においても昭和１０年（月日不詳）に消防組とは別個の組織として防

護団が編制され、その後警防団令が公布されるまでこの組織は存在した。 

◎ 戦時色の濃くなった昭和１４年に消防組と防護団を統一して防空機能をもた

すために、昭和１４年１月２４日の勅令第２０号をもって警防団令が交付され、

徳山市においては同年４月１日の警防団令施行に伴い、徳山市警防団が発足し消

防警備に従事した（この日をもって、消防組も防護団も解散した）。 

◎ 昭和１７年４月４日加見村及び久米村を、更に昭和１９年４月１日湯野村、戸

田村、夜市村、福川町、富田町、櫛ヶ浜町及び大津島村を合併し、各々警防団を

分団として改編した。 

◎ 昭和２０年、国内の空襲が激しくなり、同年１月１５日徳山市常備消防隊を組

織し、隊長以下３０人が常備警防業務に従事していたが、終戦後の昭和２０年 

１２月にこれを解散した。 

◎ 昭和２２年４月３０日勅令第１８５号をもって消防団令が公布施行され、これ

に基づいて同年９月２０日に徳山市消防団を結成し、団長以下１,０２８人の団
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員を任命、本部と１６ヶ分団を編制した。 

◎ 昭和２２年１０月２３日法律第２２６号をもって消防組織法が公布され、徳山

市に常備消防を組織する前提準備として昭和２３年２月２８日付山口警備第３

３１号通達により、定員２１人をもって組織する下関消防署徳山出張所を徳山市

大字徳山４００６番地（現桜馬場 1－1）に設置し、同年３月６日消防士以下１

２人を任命する。 

◎ 昭和２３年３月７日消防組織法施行に伴い、徳山市一円を管轄とする徳山市消

防本部を徳山市大字徳山４００６番地に設置し、併せて消防司令以下定員２０人

をもって徳山市消防署を設置した。 

◎ 昭和２４年８月１日行政区画の変更によって、都濃郡富田町を、同年９月 1日

同郡福川町（いずれも新南陽市）をそれぞれ分離し、１６ヶ分団定員８００人と

なる。 

 

◎ 昭和 30 年 1 月 14 日 徳山市消防本部及び徳山市消防署を徳山市大字徳山３ 

９０２番地（現岐山通り 1－1市庁舎構内）に移転する 

◎ 昭和 30 年 10 月 1 日 都濃郡向道村を合併し、消防団に向道分団を増設、１ 

７ヶ分団定員５６０人となる。 

◎ 昭和 33 年 11 月    徳山市消防庁舎鉄筋コンクリート３階建（消防専用は 

１階）の建築を徳山市大字徳山３９０２番地市庁舎敷 

地内に着工、昭和３４年５月竣工し、新庁舎に移転す 

る。 

◎ 昭和 34 年 4 月 1 日 消防署に下関地方気象台徳山区内観測所を設置、従来 

の篤志気象観測業務であったものが甲種観測業務を行 

うこととなった。 

◎ 昭和 34 年 10 月 19 日 消防車１台日本損害保険協会から寄贈を受ける。 

◎ 昭和 38 年 7 月 1 日 救急業務を開始 

◎ 昭和 39 年 10 月 1 日 徳山市消防団の分団うち市街地区５ヶ分団（遠石、中 

央、今宿、海港、河原分団）を３ヶ分団（東部、西部、 

北部分団）に統廃合、１５ヶ分団に改編するとともに 

消防団員を少数精鋭にして機動力を強化充実するため 

定員「５６０人」を「４３０人」に改める。 

◎ 昭和 40 年 11 月 13 日 日本損害保険協会から大型消防車１台寄贈を受ける。 

◎ 昭和 40 年 12 月 13 日 化学消防車を配備 

◎ 昭和 41 年 1 月 1 日 都濃郡都濃町と編入合併し、市消防団を徳山消防団（１ 

５ヶ分団）と都濃消防団（４ヶ分団）の２団を置き、 

定員は徳山消防団４３０人、都濃消防団２５０人、計 

６８０人となる。 

◎ 昭和 42 年 4 月 1 日 徳山市消防団の徳山消防団、都濃消防団の２団を徳山 

市消防団として１団（１９ヶ分団）に統合し消防団員 

の定数の適正化を図るため定員「６８０人」を「５６ 

０人」に改める。また都濃地区の名称「第１、第２、 

第３、第４分団」を「長穂、須々万、中須、須金分団」 

にそれぞれ改める。 
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◎ 昭和 43 年 2 月 6 日 １５ｍ屈折梯子付消防車を配備 

◎ 昭和 45 年 4 月 5 日 徳山東ライオンズクラブから査察広報車 1台寄贈を受 

ける。 

◎ 昭和 47 年 3 月 31 日 県が特殊化学車を配備 

◎ 昭和 47 年 8 月 2 日 日本消防協会から救急車１台寄贈を受ける。 

◎ 昭和 47 年 8 月 24 日 梯子付消防車を配備 

◎ 昭和 47 年 11 月 17 日 日本損害保険協会から軽化学車１台寄贈を受ける。 

◎ 昭和 48 年 7 月 30 日 林野火災工作車を配備 

◎ 昭和 48 年 11 月 1 日 徳山市消防音楽隊を結成する。 

◎ 昭和 50 年 2 月 16 日 消防通信指令室を設置、業務を開始する（鉄筋コンク 

リート平屋２４．５㎡）。 

 

 

◎ 昭和 50 年 4 月 1 日 徳山市消防機関設置条例を改正し、岐山通１丁目１番 

地の徳山市消防署を「徳山市中央消防署」とし、新た 

に周陽２丁目８番２０号に「徳山市東消防署」を開設 

し消防体制の強化を図る。 

◎ 昭和 50 年 7 月 9 日 日本消防協会から広報車１台寄贈を受ける。 

 

◎ 昭和 50 年 10 月 18 日 「徳山市中央消防署西部出張所」を戸田２７５０番地 

の１に開設し、業務の一部（救急業務）を開始した。 

◎ 昭和 51 年 3 月 2 日 山口県生命建物共済農協連合会から救急車１台寄贈を 

受ける。 

◎ 昭和 51 年 5 月 24 日 住友生命保険相互会社から救急車１台寄贈を受ける。   

◎ 昭和 52 年 2 月 5 日 「徳山市中央消防署西部出張所」を鉄筋コンクリート 

造り平屋建てに改造するとともに「徳山市消防団戸田 

分団」機庫を併設整備した。 

◎ 昭和 52 年 11 月 15 日 大型高所放水車配備 

◎ 昭和 53 年 1 月 1 日 「徳山市中央消防署西部出張所」に消防車を１台配備 

し、消防体制の強化を図る。 

◎ 昭和 53 年 12 月 25 日 大型化学車配備 

◎ 昭和 54 年 2 月 15 日 小型動力ポンプ付水槽車配備 

◎ 昭和 54 年 10 月 12 日 消防無線を多重化に整備し、須々万大ヶ原に中継局を 

設置する。 

◎ 昭和 54 年 10 月 31 日 泡原液搬送車配備 

◎ 昭和 55 年 2 月 8 日 化学車１台更新 

◎ 昭和 55 年 3 月 29 日 化学消火剤備蓄倉庫（鉄筋コンクリート造り２階建延 

７２㎡）を築港町５０番地に新築する。 

◎ 昭和 57 年 6 月 27 日 徳山市新宿通五丁目１番３号に「徳山市消防本部」及 

び「徳山市中央消防署」を新築移転する。 

◎ 昭和 57 年 10 月 21 日  日本損害保険協会から水槽付消防車１台寄贈を受ける。 

◎ 昭和 58 年 3 月 10 日 救助工作車Ⅰ型配備 

◎ 昭和 62 年 2 月 29 日 屈折梯子付消防車（シグマ）更新 
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◎ 平成 元年 1 月 31 日 小型動力ポンプ付水槽車（Ⅰ型）配備 

◎ 平成 元年 8 月 4 日 日本消防協会から電源照明車１台寄贈を受ける。 

◎ 平成 3 年 3 月 1 日 山口県生命建物共済農協連合会から救急車１台寄贈を 

受ける。 

◎ 平成 3 年 3 月 20 日 ３５ｍ級梯子付消防自動車更新 

◎ 平成 3 年 6 月 18 日 日本防火協会より広報車１台寄贈を受ける。 

◎ 平成 3 年 11 月 13 日 緊急通報システム運用開始 

◎ 平成 3 年 12 月 20 日 女性消防団員１０名採用 

◎ 平成 4 年 3 月 31 日 救助工作車Ⅱ型配備 

◎ 平成 4 年 12 月 7 日 「徳山市中央消防署北部分遣所」を須々万本郷４８８ 

番地に開設し、業務の一部（救急業務）を開始した。 

◎ 平成 5 年 3 月 26 日 指令室を改築し、消防緊急通信指令システムを更新、 

             １期工事完成 

◎ 平成 5 年 11 月 5 日 徳山東ライオンズクラブから査察広報車（軽四）１台 

寄贈を受ける。 

◎ 平成 6 年 3 月 30 日 消防緊急通信指令システムの運用を開始、２期工事完 

             成 

◎ 平成 6 年 10 月 31 日 大型高所放水車更新 

◎ 平成 7 年 2 月 28 日 高規格救急車配備 

◎ 平成 8 年 2 月 9 日 日本消防協会より広報車１台寄贈を受ける。 

◎ 平成 8 年 3 月 27 日 全国消防人共済より広報車１台寄贈を受ける。 

◎ 平成 9 年 1 月 15 日 救急救命士による高規格救急車の運用開始 

（中央消防署） 

◎ 平成 10 年 4 月 1 日 自動車電話、携帯電話１１９通報接続運用開始 

◎ 平成 10 年 7 月 1 日 聴覚障害者用緊急ファックス運用開始 

◎ 平成 11 年 3 月 23 日 高度救助用資機材配備 

◎ 平成 11 年 3 月 23 日 大型化学車更新 

◎ 平成 12 年 1 月 16 日 高規格救急車配備 

◎ 平成 13 年 3 月 1 日 救助工作車Ⅲ型配備 

◎ 平成 13 年 3 月 21 日 化学車更新 

◎ 平成 14 年 3 月 20 日 多重無線施設の整備（大ヶ原中継所） 

◎ 平成 15 年 2 月 7 日 日本消防協会から特別表彰「まとい」を消防団が受章 

◎ 平成 15 年 3 月 26 日 多重無線施設の整備（本部・嶽山反射板） 

 
（３）新南陽市消防の沿革 

◎ 明治 39 年 私設米光消防組を結成、腕用ポンプ１台購入 

◎ 明治 43 年 私設消防組（福川中市）発足以来、福川、富田各町火消として消 

防業務につとめていた。 

◎ 昭和 8 年 和田消防組発足 

◎ 昭和 9 年 私設消防組を公設に切替え、米光を第１部、腕用ポンプ２台、和 

田を第２部、腕用ポンプ１台を各配備する。 

◎ 昭和 14 年 警防団令公布とともに消防組を改組し、警察の補助機関とし、福 

川、富田、和田警防団に改組する。 
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和田警防団は各大字に分団を設け定員を１７１名とする。 

◎ 昭和 19 年 徳山市に４月１日に合併編入され、徳山市富田警防団、同福川警 

防団と改名 

◎ 昭和 22 年 警防団が廃止、消防団となり、徳山市富田、福川消防団と改組、 

和田消防団は本部を村役場に設置、定員１４０名、ガソリンポン 

プ 1 台、腕用ポンプ３台にて編制する。 

◎ 昭和 24 年 徳山市より分離して再び、富田町と福川消防団として再発足 

◎ 昭和 28 年 富田町、福川町合併により南陽町消防団と改名 

         第１消防団（富田）５ヶ分団 

         第２消防団（福川）３ヶ分団 

 

 

 

◎ 昭和 30 年 都濃郡南陽町、佐波郡和田村との合併により、第１消防団、第２ 

消防団廃止 

         南陽町消防団を次のように組織編制 

         第１～第５分団（富田） 

         第６～第８分団（福川） 

         第９～第１２分団（和田） 

◎ 昭和 40 年 政令指定にもとづき４月２日、南陽町消防本部を設置 

◎ 昭和 41 年 南陽町消防庁舎を新築し、南陽町消防署を開設。最新鋭の重化学 

消防車のほか、消防ポンプ自動車、救急車及び無線装置（基地局 

１、移動局２）を配備し、町民の信頼と付託にこたえるため常備、 

非常備消防の組織機構の確立を図った。 

         消防職員２０名 消防団員２２１名 

◎ 昭和 42 年 消防職員の定数２０名を２４名に改正 

         消防団第２、第６、第９分団に小型動力ポンプ付積載車を配備 

◎ 昭和 43 年 水槽付消防ポンプ自動車及び無線装置（基地局１、移動局３）を 

配備 

消防団第３、第８、第１２分団に小型動力ポンプ付積載車を配備 

◎ 昭和 44 年 消防職員の定数２４名を２８名に改正 

         消防団第１、第５、第１１分団に小型動力ポンプ付積載車を配備 

◎ 昭和 45 年 市制施行により消防機関名を新南陽市消防本部、新南陽市消防署 

新南陽市消防団とそれぞれ改称 

         消防職員の定数２８名を３２名に改正 

         薬液運搬車を配備 

         消防団第７分団に消防ポンプ自動車、第９、第１０分団に小型動 

力ポンプ付積載車を配備 

◎ 昭和 46 年 消防職員の定数３２名を３６名に改正 

         救急業務を迅速かつ適正に処理するため、救急自動車を増車し、 

救急体制の充実を図った。 

◎ 昭和 47 年 高層ビル災害の対策として、３０ｍ級梯子付消防ポンプ自動車及 

び広報車、赤バイを配備 
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◎ 昭和 48 年 消防職員の定数３６名を４０名に改正 

消防吏員の処遇改善、及び緊急出動時の招集に応じられる体制づ 

くりを目的として、消防吏員待機宿舎（鉄筋コンクリート造４階 

建１６戸）の建設に着工 

◎ 昭和 49 年 消防吏員待機宿舎完成 

消防本部の組織を２課３係制に改組 

消防職員の定数４０名を４２名に改正 

◎ 昭和 50 年 通信の円滑を図るため通信指令装置を導入 

新南陽市消防団の組織等に関する規則を制定し、従来の１２分団 

を３分団に改組 

新開作地区私設消防団を第１分団第２部として編入 

 

 

◎ 昭和 51 年 消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）２台配備 

和田地区の初期消火体制を図るため特設消防隊発足 

特設消防隊に水槽付消防ポンプ自動車を配備 

◎ 昭和 52 年 消防本部の組織を２課４係に改組 

消防情報案内のためテレフォンサービス開始 

土地区画整理事業に伴い第１分団第４部及び第５部の消防機庫移 

転及び仮設機庫建設 

日本船舶振興会より救急車の寄贈を受ける。 

 

◎ 昭和 53 年 救助活動の推進を図るため救助工作車を配備 

予防業務を円滑に運用するため査察車を配備 

石油コンビナート等特別防災区域に係る消防相互応援協定を下関 

地区、宇部市、小野田市、徳山市、下松市及び岩国地区と締結し 

た。 

◎ 昭和 54 年 昭和５４年度山口県石油コンビナート災害総合防災訓練が本市で 

実施される。 

◎ 昭和 55 年 水槽付消防ポンプ自動車Ⅰ－Ａ型を配備、本部へ広報車を更新配 

        備 

消防団第１分団第５部消防機庫を移転、新築するとともに消防ポ

ンプ自動車（ＢＤ－Ⅰ型）を更新配備 

◎ 昭和 56 年 消防団第３分団第４部へ小型動力ポンプ付積載車を更新配備 

◎ 昭和 57 年 新南陽市消防団条例の一部を改正し、定数２０５名とし、第１分 

団を５部とする。 

消防団第２分団第３部消防機庫を移転、新築する。 

◎ 昭和 58 年 和田地区の無線不感地帯の解消及び消防団員招集用として消防同 

報通信設備を設置し出動体制の強化を図る。 

消防団第１分団第１部消防機庫を移転、新築する。 

幼年消防クラブ結成（２クラブ１５９名） 

◎ 昭和 59 年 化学消防ポンプ自動車（４型）を署に更新配備、本部へ消防広報 

車及び指令車を更新配備 

-9-



 

消防団第３分団第１部へ小型動力ポンプ付積載車を更新配備 

日本消防協会より、救急車の寄贈を受ける。 

消防団第３分団第１部及び第３分団第４部消防機庫改築 

消防署仮眠室を改修し、環境の整備を図る。 

◎ 昭和 60 年 和田地区の消防同報通信設備に避雷耐雷設備を設置 

査察車を更新配備 

消防署、車庫を増築 

消防団第３分団第２部及び第３分団第３部・特設隊機庫改築 

消防団第３分団第２部へ小型動力ポンプ付積載車を更新配備 

◎ 昭和 61 年 水槽付消防ポンプ自動車Ⅰ－Ａ型を消防署に更新配備 

消防団第３分団第３部へ消防ポンプ自動車（ＢＤ－Ⅰ型）を更新 

配備 

 

◎ 昭和 62 年 消防団第１分団第２部へ消防ポンプ自動車（ＢＤ－Ⅰ型）を更新 

配備 

消防団第１分団第４部消防機庫を新築、移転する。 

◎ 昭和 63 年 消防職員の定数４２名を４４名に改正 

消防署、倉庫を増築 

消防団第２分団第３部へ小型動力ポンプ付積載車（全自動）を更 

新配備 

救急車更新配備 

◎ 平成 元年 消防団第２分団第１部消防機庫新築 

消防団第２分団第１部へ小型動力ポンプ付積載車（全自動）更新 

配備 

消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）更新配備 

◎ 平成 2 年 消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）更新配備 

         消防団第１分団第３部消防機庫改築 

         消防団第１分団第３部へ小型動力ポンプ付積載車（全自動）を更 

新配備 

         消防団第３分団第４部消防機庫一部増築 

         指令広報車更新配備 

◎ 平成 3 年 女性消防団員５名採用（５月１日） 

消防団第３分団第１部消防機庫移転改築 

消防団第１分団第１部へ小型動力ポンプ付積載車（全自動）を更 

新配備 

消防団第１分団第４部へ小型動力ポンプ付積載車（全自動）を更 

新配備 

薬液運搬車更新配備 

◎ 平成 4 年 水槽付消防ポンプ自動車（Ａ－Ⅰ型）を署に更新配備 

消防団第２分団第２部へ小型動力ポンプ付積載車（全自動）を更 

新配備 

消防団第２分団第２部消防機庫移転改築 

◎ 平成 5 年 消防職員の定数４４名を４８名に改正 
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梯子付消防自動車、指令車及び広報車を更新配備 

◎ 平成 6 年 救急車更新配備 

◎ 平成 7 年 査察車を更新配備 

消防団本部へ小型動力ポンプ付積載車（全自動）を更新配備 

◎ 平成 8 年 消防団第３分団第４部へ小型動力ポンプ付積載車（全自動）を更 

        新配備 

◎ 平成 9 年 消防職員の定数４８名を４９名に改正 

救助工作車を更新配備 

◎ 平成 11 年 高規格救急自動車を配備 

救急隊消毒室設置 

◎ 平成 12 年 消防団第３分団第１部へ小型動力ポンプ付積載車（全自動）を更 

新配備 

 

（４）鹿野町消防の沿革 

◎ 明治 38 年 5 月 5 日 公設鹿野村消防組設置（３３名） 

◎ 昭和 14 年       警防団令により警防団を結成 

◎ 昭和 22 年 7 月 16 日 消防団令により鹿野町消防団を設置（８分団２１８名） 

◎ 昭和 30 年 7 月 20 日 須金村との合併に伴い消防団の編入、９分団編入とな 

る。 

◎ 昭和 30 年 11 月 5 日 徳地町巣山地区編入合併に伴う消防団統合、１０分団 

編成となる。 

◎ 昭和 30 年       消防ポンプ自動車を購入する。 

◎ 昭和 31 年       小型動力ポンプを購入する。 

◎ 昭和 32 年 12 月 2 日 消防団組織改正により分団数を１１とする。 

◎ 昭和 32 年       小型動力ポンプを購入する（２台）。 

◎ 昭和 34 年 9 月    小型動力ポンプを購入する（２台）。 

◎ 昭和 35 年 7 月 6 日 機動隊の結成を行ない消防力を強化する（分団数１２）。 

◎ 昭和 35 年 9 月    小型動力ポンプを購入する。 

◎ 昭和 37 年 9 月    小型動力ポンプを購入する。 

◎ 昭和 38 年       金峰地区分団から秘密尾地区を分離し１分団増設し分 

団数１３となる。 

◎ 昭和 43 年 2 月 1 日 消防団各分団に婦人協力隊が発足する。 

◎ 昭和 43 年 8 月    小型動力ポンプを購入する。 

◎ 昭和 45 年 12 月     小型動力ポンプを購入する。 

◎ 昭和 47 年       金峰地区と秘密尾地区の分団を統合し分団数１２とす 

る。 

◎ 昭和 47 年 9 月    可搬積載車を購入する。 

◎ 昭和 48 年 10 月     可搬積載車を購入する。 

◎ 昭和 51 年 3 月    可搬積載車を購入する（３台）。 

◎ 昭和 51 年 6 月    指揮車の寄贈を受ける（鹿野ライオンズクラブより）。 

◎ 昭和 51 年 7 月    小型動力ポンプを購入する。 

◎ 昭和 52 年 7 月 1 日 救急業務を新南陽市に委託する。 

◎ 昭和 52 年 9 月    小型動力ポンプを購入する（２台）。 
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◎ 昭和 53 年 3 月 7 日 消防団に消防協会より表彰旗を授与される。 

◎ 昭和 53 年 8 月    小型動力ポンプを購入する。 

◎ 昭和 54 年 3 月    消防庁舎新築落成 

◎ 昭和 54 年 9 月    小型動力ポンプを購入する（４台）。 

◎ 昭和 55 年 3 月 8 日 消防救急課の設置及び職員定数条例を改正し、消防職 

員を１２名とする。 

◎ 昭和 55 年 4 月 1 日 新規１０名を採用し職員１２名を配置する。 

◎ 昭和 55 年 7 月    小型動力ポンプを購入する（２台）。 

◎ 昭和 55 年 10 月 1 日 消防本部、消防署の設置指定を国へ要望する。 

◎ 昭和 55 年 10 月 15 日  中国自動車道開通に伴い救急業務宿日直が開始される 

（１２月１９日まで）。 

◎ 昭和 55 年 12 月 19 日 救急業務の委託を廃止する。 

◎ 昭和 55 年 12 月 20 日 救急業務開始する。 

◎ 昭和 55 年 12 月 24 日 救急車の寄贈を受ける（日本損害保険協会より）。 

◎ 昭和 56 年 3 月 30 日 消防ポンプ自動車を購入する。 

◎ 昭和 56 年 4 月 1 日 新規５名を採用し職員１７名となる。 

◎ 昭和 56 年 4 月 2 日 消防本部、消防署の設置指定を受ける。 

◎ 昭和 56 年 7 月    小型動力ポンプを更新する（２台）。 

◎ 昭和 57 年 1 月 1 日 消防本部、消防署の開設 

◎ 昭和 57 年 2 月 16 日 広報指令車を購入する。 

◎ 昭和 57 年 4 月 1 日 消防本部、消防署の設置により、消防団組織を改変し 

分団数１２を７分団とし定員を２００名とする。 

◎ 昭和 57 年 9 月    小型動力ポンプを更新する（２台）。 

◎ 昭和 58 年 9 月    運搬車を購入する。 

◎ 昭和 58 年 9 月    可搬積載車を更新する（３台）。 

◎ 昭和 60 年 5 月 22 日 鹿野町有線放送に消防用緊急放送設備と緊急電話を設 

置する。 

◎ 昭和 60 年 9 月    可搬積載車を更新する（３台）。 

◎ 昭和 61 年 1 月 1 日 鹿野町消防団婦人協力隊の名称を鹿野町婦人消防隊に 

変更する。 

◎ 昭和 61 年 9 月 20 日 可搬積載車を更新する（１台）。 

◎ 昭和 62 年 1 月 1 日 消防署に救助隊を編成する。 

◎ 昭和 62 年 2 月 10 日 消防団に竿頭綬を日本消防協会より授与される。 

◎ 昭和 63 年 2 月 29 日 救急車を更新する。 

◎ 昭和 63 年 8 月 30 日 消防ポンプ自動車の寄贈を受ける（信越化学工業株式 

会社）。 

◎ 平成 元年 7 月    救急医療情報システムを更新する。 

◎ 平成 元年 8 月 31 日 無線局（全国共通波）を増設する。 

              無線局（移動局）を増設する（２局）。 

◎ 平成 2 年 3 月 22 日 小型動力ポンプ付水槽車を購入する。 

◎ 平成 2 年 4 月 1 日 消防職員１名を採用し欠員を補充する。 

◎ 平成 2 年 6 月 30 日 分団機庫の移設（上野→下市） 

◎ 平成 2 年 8 月 27 日 小型動力ポンプを更新する（１台）。 
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◎ 平成 4 年 2 月 28 日 照明灯付広報指令車を購入する。 

◎ 平成 4 年 6 月 19 日 小型動力ポンプを更新する（１台）。 

◎ 平成 4 年 8 月 19 日 日本消防協会から広報車の寄贈を受ける。 

◎ 平成 4 年 9 月 4 日 衛星通信が運用開始される。 

◎ 平成 4 年 12 月 15 日 無線局（移動局）を増設する（１局）。 

◎ 平成 5 年 3 月 22 日 緊急通報システムが設置される。 

◎ 平成 5 年 4 月 1 日 採用により消防職員を２名増員する。 

◎ 平成 5 年 6 月    小型動力ポンプを更新する（１台）。 

◎ 平成 6 年 3 月 10 日 可搬積載車を更新する（２台）。 

◎ 平成 6 年 8 月 5 日 小型動力ポンプを更新する（１台）。 

◎ 平成 7 年 9 月 6 日 小型動力ポンプを更新する（１台）。 

◎ 平成 8 年 2 月 29 日 可搬積載車を更新する（２台）。 

◎ 平成 9 年 3 月 31 日 鹿野町婦人消防隊が廃止される。 

◎ 平成 9 年 4 月 1 日 女性消防団員２０名採用 

消防団組織改革が行なわれ、１本部３分団（上分団、 

下分団、役場分団）となる。 

役場分団（分隊）機庫を新設し旧第６分団奥畑機庫を 

廃止する。 

◎ 平成 9 年 10 月 1 日 下分団金松分隊機庫を新築し旧第５分団杉の河内機庫 

を廃止する。 

◎ 平成 10 年 1 月 14 日 消防ポンプ自動車を更新する（署）。 

◎ 平成 11 年 11 月 30 日 小型動力ポンプを更新する（１台）。 

◎ 平成 12 年 2 月 29 日 下分団消防ポンプ自動車を全自動小型動力ポンプ付積 

載車に更新する。 

◎ 平成 12 年 6 月 16 日 小型動力ポンプを更新する（１台）。 

◎ 平成 13 年 7 月 11 日 小型動力ポンプを更新する（１台）。 

◎ 平成 13 年 8 月 29 日 消防資機材搬送車を更新する（署）。 

◎ 平成 13 年 11 月 26 日 上分団消防ポンプ自動車を全自動小型動力ポンプ付積 

載車に更新する。 

 

（５）熊毛町消防の沿革 

◎ 明治 42 年 1 月    山口県告示第１５号にて、消防組認可設立 

三丘村消防組、高水村消防組、勝間村消防組、八代村 

消防組が発足 

◎ 昭和 13 年 1 月 3 日 消防組から警防団へ名称を変更 

◎ 昭和 22 年 8 月 1 日 警防団から消防団へ名称を変更 

◎ 昭和 31 年 9 月 30 日 三丘村、高水村、勝間村、八代村が合併により熊毛町 

として発足熊毛町の発足に伴い熊毛町消防団三丘分団、 

高水分団、勝間分団、八代分団として発足 

◎ 昭和 40 年 11 月 1 日 熊毛町消防団機動隊が発足 

◎ 昭和 46 年 4 月 1 日 定年年齢を５５歳未満に設定 

◎ 昭和 47 年 3 月 4 日 大和町、田布施町及び熊毛町が消防本部・消防署の義 

務設置の政令指定について自治省へ陳情書提出 
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◎ 昭和 47 年 4 月 1 日 消防団定数を２４０名に改めた。 

◎ 昭和 47 年 4 月 15 日 消防本部及び消防署の義務設置町として、大和町、田 

布施町及び熊毛町が指定された。 

◎ 昭和 47 年 7 月 1 日 山口県知事許可、光地区消防組合発足（光市、大和町、 

田布施町、熊毛町が共同設置） 

◎ 昭和 47 年 9 月 7 日 第１回光地区消防組合議会開催 

◎ 昭和 48 年 3 月 31 日 光地区消防組合業務開始 

◎ 昭和 60 年 1 月 1 日 熊毛町消防団大河内分団３３名で勝間分団から分離独 

立により発足し、１団本部６分団となる。 

三丘分団 ４５名、高水分団 ３９名 

勝間分団 ３９名、大河内分団 ３３名 

八代分団 ５８名、機動隊 ２４名 

-14-



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



参　事 指令課 指令２担当

指令管理担当

警防１担当

警防２担当

警防３担当

警防４担当

指令１担当

警防２担当

警防１担当

警防２担当

警防１担当

警防２担当

西部出張所

予防査察担当

建築設備担当

保安１担当

保安２担当

警防１担当

総務企画担当

人事庶務担当

施設管理担当

消防救助担当

救急担当

消防団担当

市　長 消防長 次　長

警防課

消防総務課

１　組　織　図

予防課

危険物保安課

中央消防署

東消防署

西消防署

北部出張所

北消防署
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（１）歴代消防長

（２）職員配置状況

1 1

1 1

1 1 4 2 1 1 10

1 2 3 5 1 12

1 1 1 6 7 16

1 1 2 4 8

1 1 2 3 1 8

1 1

1 1

1 1

6 6

1 2 5 6 19 22 1 9 65

山口県消防防災航空
センター派遣

消防総務課

小 計

初　　代

消防学校初任総合教育

警 防 課

２　人　事

消
 
防
 
本
 
部

消 防
正 監

消防監

消 防 長

次 長

七　　代 山 本　亜 希 広

氏　　　　名

奥　田　義　和
退職 平成19年3月31日

六　　代 藤　井　陽　治
就任 令和 2年4月 1日

退職 令和 5年3月31日

二　　代

三　　代 山　本　恭　正

村　野　行　徳

合 計
消 防
司 令

就任 平成15年4月21日

退職 平成16年3月31日

就任 平成16年4月 1日

階 級
配置別

市役所派遣

備　　　　　考

南　　　克　彦

期　　　　　間

就任 令和 5年4月 1日

消防士消  防
司令長

消 防
士 長

消  防
副士長

就任 平成19年4月 1日

消  防
司令補

就任 平成28年4月 1日

退職 令和 2年3月31日

危険物保安課

消防学校派遣

退職 平成23年3月31日

五　　代

四　　代

予 防 課

就任 平成23年4月 1日

退職 平成28年3月31日
河　本　　　晃

指 令 課
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1 1

1 1

3 7 2 3 15

3 6 2 4 15

0

1 1 6 13 4 7 32

1 1

1 1

2 7 2 4 15

3 6 1 5 15

0

1 1 5 13 3 9 32

1 1

1 1

2 7 2 4 15

2 7 1 5 15

0

8 1 1 10

1 1 4 22 4 10 42

1 1

1 1

2 4 1 2 9

2 5 2 9

1 1

2 4 1 2 9

2 5 1 1 9

0

1 2 8 18 5 5 39

1 2 9 11 42 88 17 40 210

階 級
配置別

日 勤

副 署 長

小 計

日 勤

日 勤

署 長

警防２担当

警防２担当

西部出張所

小 計

警防４担当

小 計

警防２担当

日 勤

小 計

中
 
央
 
消
 
防
 
署

警防１担当

北部出張所

北
 
消
 
防
 
署

副 署 長

警防２担当

西
 
消
 
防
 
署

合 計

署 長

副 署 長

署 長

警防１担当

警防１担当

合 計
消 防
正 監

消 防
士 長

消  防
副士長

消防士消防監

東
 
消
 
防
 
署

警防３担当

署 長

副 署 長

消  防
司令長

消  防
司令補

消 防
司 令

警防１担当
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（３）勤続年数調

6 6
11 11
5 5
3 3

1 3 4
1 2 3

1 1 1 3
1 2 3 6
1 3 3 7
1 1 3 5
2 2 4

2 2
4 2 6
4 2 6
6 6

1 1 2
2 11 13
2 7 9
3 11 14

2 2
0

2 7 9
2 3 5
2 2
1 1
1 1
2 2

1 1 2
1 1 1 3

3 2 5
3 3 6

1 2 2 3 8
2 2

2 4 4 9 19
1 2 3 1 7

1 1
1 4 3 1 9

0
1 2 3

1 1 2
1 1 1 3

0
0
0

3 3
0

1 2 9 11 42 88 17 40 210
40.0 37.5 34.7 32.3 27.5 21.1 9.0 3.2 25.7

消 防
正 監

階 級
区　分

消  防
司令長

　　　１４年

　　　３５年

　　　４４年

　　　  ２年

　　　３８年

消防監

平 均

　　　３０年

　　　４１年

　　　３９年

　　　２４年

　　　２１年

　　　１３年

　　　３３年

　　　４０年

　　　１５年

　　　１７年

　　　  ４年

　　　３６年

　　　４３年

　　    １年

　　　１２年

消 防
司 令

消  防
司令補 合 計

消  防
副士長

消防士
消 防
士 長

　　　  ８年

　　　  ６年

人 員

　　　３７年

　　　  ９年

　　　２７年

　　　２８年

　　　４５年

　　　４２年

　　　３２年

１ 年 未 満

　　　２０年

　　  １０年

　　　  ３年

　　　  ７年

　　　  ５年

　　　２２年

　　　２９年

　　  １１年

　　　２３年

　　　１８年

　　　１６年

　　　２５年

　　　２６年

　　　１９年

　　　３４年

　　　３１年
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（４）年齢調

2 2
3 3
2 2
3 3
7 7
8 8
5 5

1 1 2
1 4 5
2 3 5

1 1 2 4
5 5

2 3 5
1 1

4 3 7
3 1 4
8 8
3 3

1 7 8
1 4 5

6 6
1 6 7
6 1 7
1 3 4

3 3
3 3

2 4 6
1 3 4
1 1 2
2 2
2 2 4

1 5 3 9
2 4 2 8

1 1 3 9 14
2 2 1 5

2 2 2 6
2 1 3

1 2 2 5
2 3 5

1 2 3
1 3 2 6

1 1 1 3
0

      0
0

2 2
1 1

1 2 9 11 42 88 17 40 210
58.0 57.0 55.7 52.4 42.2 41.7 29.5 22.5 44.9

１０代 ２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代
5 46 54 44 58 3

　　　６４歳

消 防
司 令

消  防
司令長

階 級
区　分

　　　６１歳

　　　２０歳

　　　１８歳

消 防
正 監

消防監

　　　２５歳

　　　２３歳
　　　２４歳

合 計
消  防
司令補

消 防
士 長

消  防
副士長

消防士

　　　４０歳
　　　４１歳

　　　４６歳

　　　３５歳
　　　３６歳

　　　２１歳

　　　４２歳

　　　３１歳
　　　３２歳

　　　２９歳

　　　５３歳

　　　４３歳

　　　５１歳
　　　５２歳

　　　３０歳

　　　３９歳

　　　３７歳
　　　３８歳

　　　３４歳

　　　４５歳

　　　３３歳

　　　２６歳

　　　１９歳

　　　２２歳

年代別人員

　　　４９歳
　　　４８歳
　　　４７歳

　　　５０歳

　　　６０歳

　　　５５歳

平 均
人 員

　　　６３歳
　　　６２歳

　　　５６歳
　　　５７歳
　　　５８歳
　　　５９歳

　　　４４歳

　　　５４歳

　　　２７歳
　　　２８歳
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３　庶  務
（１）学校教育等実施状況

1 1 6 2 3 2 2 1 18

1 5 2 2 2 2 2 3 2 21

1 1 8 1 1 1 1 1 1 1 17

1 8 1 2 1 1 2 1 1 2 20

3 2 1 6

3 1 1 1 1 1 1 1 1 11

1 4 1 1 1 2 1 1 12

3 1 2 2 2 2 12

5 2 2 2 1 1 13

1 11 1 2 2 1 2 20

 

（２）令和７年度表彰状況 　

　

1 1 2

1 10 4 20 35

2 2 2 21 27

2 1 6 9

6 6

13 13

12 27 39

22 3 0 2 1 10 0 7 14 4 68 131

幹

部

科

上

級

幹

部

科

救

助

科

功

労

章

功

績

章
　表　彰　者

　　区　分

令和　２年

平成２９年

令和　５年

合

計

精

績

章

勤

続

章

団 員

精

績

章

勤

続

章

そ

の

他

 　区　分

 年　度

予

防

科

永

年

勤

続

功

労

章

功

労

章

職 員

平成３１年

火

災

調

査

科

令和　６年

平成２８年

救

助

科

市 長

合 計

日 本 消 防 協 会 長

県 消 防 協 会 長

県 知 事

全 国 消 防 長 会 長

全国消防長会中国支部長

永

年

勤

続

功

労

章

消 防 庁 長 官

令和　３年

合

計

救

急

救

命

研

修

所

県消防学校消防大学校

初

任

総

合

教

育

救

急

科

そ

の

他

予

防

査

察

科

消

防

団

指

導

科

令和　７年

救

急

功

労

者

表

彰

火

災

調

査

科

大
規
模
災
害
対
策
科

そ

の

他

初

級

幹

部

科

平成３０年

中

級

幹

部

科

警

防

科

令和　４年
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４　予　算
（１）令和８年度当初予算

工 事 請 負 費

消   防   施   設   費

旅 費

0

1,656

報 償 費

（単位：千円）

原 材 料 費 0

需 用 費

293,517

19,300

公 課 費

18,959

0

共 済 費

2,079

1

68,000

委 託 料 2,684

2,088

使 用 料 及 び 賃 借 料 97

委 託 料

2,495,408

30

役 務 費

319,321

65

12,110

1,184

委 託 料

16,932

備 品 購 入 費

106,561

6,019

旅 費

項　　　　　目 節 令和８年度
消 防 費 2,725,061

0

2,396

役 務 費

負担金補助及び交付金

職 員 手 当 等

43,470

負担金補助及び交付金

143,179

670

給 料 873,063

644,382

87,532

需 用 費

役 務 費

公        課        費

186,183非 常 備 消 防 費

需 用 費

報 償 費

備 品 購 入 費

報 酬

負担金補助及び交付金

報 償 費

使 用 料 及 び 賃 借 料

常   備   消   防  費

報 酬

旅 費 93

24,910

災 害 補 償 費

27,386

49,804

942

備 品 購 入 費

使 用 料 及 び 賃 借 料 101
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（２）市総予算との比較（年次別）

（３）予算概要（令和８年度）

（４）消防費と人口との比較

（５）総平均比較表

平成３１年

市総予算額

70,839,000

2,809,780

91.6%

令和７年 80,593,000 3,911,844 4.9%

非常備消防
費（Ｃ）

Ｃ／Ａ×100

63,108,000

3,520,742

１世帯当

平均負担額

円
世 帯 数

2,725,061

常備消防費
（Ｂ）

消防費予算額

2,495,408 43,470 1.6%186,183

消防施設費
（Ｄ）

年 次 別 消防費予算額 市総予算額と消防費との比

内　　　　　　　訳

Ｄ／Ａ×100

3,111,396

（単位：千円）

64,335,000

１ 台 に 対 し て

人 口

人口

572.5

     40,410

消防費予算額
（Ａ）

6.8%

備 考

2,725,061

Ｂ／Ａ×100

6,079.7 11,850.7

１ 人 に 対 し て

世帯数

9,875.6

人口 面積（k㎡） 世帯数

97.6293.7

6

消 防 吏 員

2.8

面積（k㎡） 世帯数

円     20,617
千
円

常備消防ポンプ自動車

世帯数

207 人 12

19,751.210,132.8

面積（k㎡）

10台

58.648.8

面積（k㎡）

人

人 口 １ 人 当

平 均 負 担 額

世帯

署所 台

5,066.4

消防署所数に対して 救急車１台に対して

（単位：千円）

72,660,000

人口人口

令 和 ８ 年 度

67,435

132,173

2,471,929

2,655,016令和３年

63,081,000

平成３０年

5.6%

3,283,37166,197,000

2,740,599

4.4%

4.5%

令和８年 78,400,000 2,725,061 3.5%

令和４年

2,628,068

4.3%令和６年

71,081,000

60,681,000

3.7%令和５年

4.3%

令和２年

3.5%平成２９年

5.0%
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５ 消防庁舎

  庁舎の内容

　（１）周南市消防本部・中央消防署（周南市新宿通五丁目１番３号）

構 造 建築年月 階別 主用途

地階 車　庫 479.66 ㎡ 延 べ面 積 3,281.60 ㎡

１階 車　庫 894.89 ㎡ 敷 地面 積 2,344.27 ㎡

２階 事務室 898.36 ㎡

H17.3 ３階 事務室 885.02 ㎡

４階 倉　庫 99.15 ㎡

５階 訓練塔 24.52 ㎡

　（２）東消防署（周南市周陽二丁目８番２０号）

構 造 建築年月 階別 主用途

地階 機械室 55.95 ㎡ 延 べ面 積 1,148.06 ㎡

１階 車　庫 518.79 ㎡ 敷 地面 積 1,567.87 ㎡

２階 事務室 497.83 ㎡

－ 搭　屋 27.49 ㎡

１階 24.00 ㎡

２階 24.00 ㎡

　（３）西消防署（周南市富田一丁目１番２号）

構 造 建築年月 階別 主用途

１階 事務室・車庫 1,309.78 ㎡ 延 べ面 積 1,996.61 ㎡

２階 訓練室・食堂 264.74 ㎡ 敷 地面 積 4,940.12 ㎡

鉄筋コンクリート造 ５階 主訓練塔 200.00 ㎡

鉄筋コンクリート造 ２階 副訓練塔 118.77 ㎡

鉄 骨 造 ３階 資機材庫 103.32 ㎡

　（４）西消防署西部出張所（周南市大字戸田２７４８番地の２）

構 造 建築年月 階別 主用途

１階 車　庫 324.24 ㎡ 延 べ面 積 518.25 ㎡

２階 待機室 173.71 ㎡ 敷 地面 積 1,589.22 ㎡

１階 10.15 ㎡

２階 10.15 ㎡

※（　）令和８年４月１日現在　築年数

鉄 骨 造 訓練塔

H24.10
（13）

床 面 積

床 面 積

床 面 積

床 面 積

倉　庫

備 考

備 考

鉄筋コンクリート造

コンクリートブロック造

鉄筋コンクリート造

鉄 骨 造

備 考

備 考

鉄 骨 造

S50.3
（50）

R3.2
（5）

S57.6
（44）

S57.6
（44）
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　（５）北消防署（周南市大字鹿野上２８２２番の４）

構 造 建築年月 階別 主用途

１階 車　庫 322.80 ㎡ 延 べ面 積 501.52 ㎡

中２階 倉　庫 28.11 ㎡ 敷 地面 積 685.00 ㎡

２階 事務室 150.61 ㎡

　（６）北消防署北部出張所（周南市大字須々万奥７２４番１１）

構 造 建築年月 階別 主用途

１階 車　庫 490.10 ㎡ 延 べ面 積 661.70 ㎡

２階 待機室 171.60 ㎡ 敷 地面 積 2,519.18 ㎡

　（７）化学消火剤備蓄倉庫（周南市築港町５５番地）

構 造 建築年月 階別 主用途

１階 36.00 ㎡ 延 べ面 積 172.42 ㎡

２階 36.00 ㎡ 敷 地面 積 357.36 ㎡

鉄 骨 造 S56.2 １階 車　庫 100.42 ㎡

　（８）消防指令庁舎（周南市周陽二丁目８番31号）

構 造 建築年月 階別 主用途

１階 506.46 ㎡ 延 べ面 積 877.17 ㎡

２階 278.96 ㎡ 敷 地面 積 1,856.98 ㎡

１階 60.00 ㎡

２階 31.75 ㎡

※（　）令和８年４月１日現在　築年数

床 面 積

床 面 積

床 面 積

床 面 積

鉄 骨 造

備 考

備 考

鉄筋コンクリート造

備 考

鉄筋コンクリート造

備 考

S55.3
（46）

S54.3
（47）

H22.3
（16）

鉄筋コンクリート造 庁　舎

R6.11
（１）

鉄 骨 造 車　庫

倉　庫
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（２）消防相互応援協定等 

 

協 定 名 称  協   定   先 締 結 年 月 日 区分 

山口県内広域消防  

相互応援協定 

県下１８市町 
 
４消防組合 

Ｈ24.4.1 周南市 

中国自動車道及び  

山陽自動車道にお  

ける消防相互応援  

協定 

県下８市 
 
３消防組合 

Ｈ24.4.1 周南市 

山口県消 防 防 災  

ヘリコプター応援  

協定 

 

山口県 
 

１８市町 
 

４消防組合 
 

Ｈ24.4.1 周南市 

石油コンビナート  

等特別防災区域に  

係る消防相互応援  

協定 

 

下関市 
 

岩国地区消防組合 
 

宇部・山陽小野田消防組合 
 

Ｈ24.4.1 周南市 

消防相互応援協定  

日本精蠟㈱徳山工場 Ｈ15.4.21 

消 防 

出光興産㈱徳山事業所 Ｈ26.4.1 

日本ゼオン㈱徳山工場 
㈱トクヤマ徳山製造所 

Ｈ15.4.21 

日鉄ステンレス㈱ 製造本部 
   山口製造所周南エリア 

Ｈ27.4.1 

東ソー㈱南陽事業所 
㈱レゾナック徳山事業所 
東ソー・ファインケム㈱ 

Ｈ15.4.21 

三井化学㈱岩国大竹工場 
徳山分工場 

Ｈ21.4.23 

業 務 協 定  徳山海上保安部 Ｈ15.4.21 消 防 

災害時における包括

的消防支援協定 

㈱トクヤマ、トクヤマ海陸運送

㈱、共栄石油㈱、西部徳山生コ

ンクリート㈱ 

Ｒ6.4.17 周南市 
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78%

21%

1%
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　　　　　　　  所 属
車 種 合　計 消防本部 中央消防署 東消防署 西消防署 西部出張所 北消防署 北部出張所

合　　　　計 66 17 12 11 12 4 6 4

消防ポンプ車 7 1 2 1 1 1 1

水槽付消防ポンプ車 6 1 1 2 1 1

はしご車 1 1

屈折はしご車 2 1 1

大型化学高所放水車 1 1

化学消防ポンプ車 4 1 1 1 1

泡原液搬送車 1 1

救助工作車 3 1 1 1

小型動力ポンプ付水槽車 3 1 1 1

支援車 1 1

ドクターカー 1 1

高規格救急車 10 1 2 2 2 1 1 1

救急指導車 1 1

指令・指揮車 4 1 1 1 1

査察・広報車 8 5 1 1 1

連絡車 4 4

運搬車 2 2

資機材搬送車 6 1 1 1 1 1 1

人員搬送車 1 1

３ 消　防　機　械

（１）消防車両等配備状況
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No
シャシ
メーカー

登 録 番 号 初年度登録 排気量 総重量
最　大
積載量

定員
自動車
区分

ポンプ
級　別

備　考

1 周南　1 指令・指揮車 トヨタ 山口800す5967 Ｈ31.2 2,690cc 3,085㎏ - 5 普通

2 周南　2 運搬車 ダイハツ 山口483こ119 Ｈ25.10 650cc 1340kg(1350kg) 350kg(250kg) 2(4) 普通 軽自動車

3 周南　3 査察・広報車 日　産 山口800す3754 Ｈ27.3 1,590cc 1,775kg - 7 普通

4 周南　4 査察・広報車 トヨタ 山口800す8785 R7.2 1,490㏄ 1,660kg(1,675kg) 400kg(250kg) 2(5) 普通

5 周南　5 査察・広報車 トヨタ 山口800さ9881 Ｈ20.2 2,690cc 2,805㎏ - 5 普通 指令センター

6 周南　6 連絡車 トヨタ 山口400て2913 Ｒ3.12 1,490cc 1600kg(1615kg) 400kg(250kg) 2(5) 普通 リース車

7 周南　7 連絡車 トヨタ 山口400て2916 Ｒ3.12 1,490cc 1600kg(1615kg) 400kg(250kg) 2(5) 普通 リース車

8 周南　8 連絡車 トヨタ 山口300み194 Ｈ22.4 1,790cc 1,585㎏ - 5 普通 本庁総務課

9 周南　9 人員搬送車 日　産 山口800す1809 Ｈ23.8 2,950cc 5,495㎏ - 29 中型

10 周南 10 査察・広報車 トヨタ 山口800す7504 Ｒ4.2 1,490cc 1640kg(1655kg) 400㎏(250㎏) 2(5) 普通

11 周南 11 査察・広報車 三　菱 山口800す3605 Ｈ26.12 2,350cc 2,220㎏ - 8 普通

12 周南 12 資機材搬送車 日　産 山口800す4885 Ｈ29.2 2,950㏄ 3,905kg 950㎏ 3 準中型

13 周南 13 救急指導車 日　産 山口501も5245 Ｈ28.12 1,590cc 1,735㎏ - 7 普通

14 プリウス 連絡車 トヨタ 山口300み198 Ｈ22.4 1,790cc 1,585㎏ - 5 普通 本庁総務課

15 総務運搬 運搬車 ダイハツ 山口480て4803 Ｒ3.12 650cc 1380kg(1390kg) 350kg(250kg) 2(4) 普通 リース車・軽自動車

16 周南救急 9 高規格救急車 日　産 山口800す4319 Ｈ28.3 3,490cc 3,355㎏ - 7 普通

17 周南Dr.カー ドクターカー トヨタ 山口800す2595 Ｈ25.2 2,690cc 3,235㎏ - 7 普通

No
シャシ
メーカー

登 録 番 号 初年度登録 排気量 総重量
最　大
積載量

定員
自動車
区分

ポンプ
級　別

備　考

1 周南 20 タンク車 日　野 山口800は754 Ｈ17.2 6,400cc 8,470㎏ 1,500㎏ 6 中型 A-2 水槽：1.5㎥

2 周南 21 ポンプ車 日　野 山口800す7945 Ｒ5.2 4,000cc 6,995㎏ 850㎏ 5 準中型 A-2 水槽：0.85㎥

3 周南 22 救助工作車 日　野 山口831と119 R7.12 5,120㏄ 11,925㎏ 500㎏ 5 大型

4 周南 23 水槽車 いすゞ 山口800は906 Ｈ18.3 7,790cc 12,495㎏ - 3 大型 B-2 水槽：5.0㎥

5 周南 24 はしご車 日　野 山口800は1658 Ｈ25.11 8,860cc 19,560kg - 6 大型 地上高：30ｍ

6 周南 25 大型化学高所放水車 日　野 山口800は1998 Ｈ30.1 8,860cc 16,705㎏ 1,890㎏ 3 大型 A-1 薬液槽：1.8㎥

7 周南 26 化学車 日　野 山口800は2228 Ｒ3.2 5,120cc 11,150㎏ 1,850㎏ 6 大型 A-2 薬液槽：0.5㎥
水槽：1.3㎥

8 周南 27 原液搬送車 日　野 山口800は647 Ｈ16.2 7,960cc 11,125kg 4,090㎏ 3 大型 薬液槽：4.0㎥

9 周南 28 資機材搬送車 日　産 山口800す4316 Ｈ28.3 1,790cc 2,730㎏ 1,000㎏ 2 普通

10 周南 31 査察・広報車 トヨタ 山口800す9234 R8.1 1,490㏄ 2,030(2,095)㎏ 600(500)㎏ 2(5) 普通

11 周南救急 1 高規格救急車 トヨタ 山口800す5362 Ｈ30.2 2,690cc 3,225㎏ - 7 普通

12 周南救急 2 高規格救急車 トヨタ 山口800す7028 Ｒ3.2 2,690cc 3,195㎏ - 7 普通

車　両　名　等

【中央消防署】

（２）所属別車両一覧

【消防本部】

車　両　名　等
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No
シャシ
メーカー

登 録 番 号 初年度登録 排気量 総重量
最　大
積載量

定員
自動車
区分

ポンプ
級　別 備　考

1 周南 40 タンク車 日　野 山口800は2435 R6.9 5,120㏄ 10,580㎏ 1,500㎏ 6 中型 A-2 水槽：1.5㎥

2 周南 41 ポンプ車 日　野 山口800す2600 Ｈ25.2 4,000㏄ 5,245㎏ - 5 準中型 A-1

3 周南 42 救助工作車 日　野 山口800は1784 Ｈ27.2 6,400cc 11,225kg - 5 大型

4 周南 43 水槽車 日　野 山口800は1502 Ｈ24.2 6,400cc 12,050㎏ 5,000㎏ 2 大型 B-2 水槽：5.0㎥

5 周南 44 屈折はしご車 日　野 山口800は1333 Ｈ22.3 7,680cc 11,590㎏ - 6 大型 地上高：16.2ｍ

6 周南 45 化学車 三菱ふそう 山口800は233 Ｈ13.3 17,737cc 14,560㎏ - 6 大型 A-1 薬液槽：1.2㎥
水槽：1.5㎥

7 周南 46 資機材搬送車 トヨタ 山口800す8834 R7.3 1,990㏄ 3,270㎏ 1,000㎏ 6 普通

8 周南 47 指令・指揮車 トヨタ 山口800す4767 Ｈ28.12 1,980cc 2,130㎏ - 8 普通

9 周南 30 ポンプ車 三菱ふそう 山口88た8869 H9.12 4,560㏄ 5,285㎏ - 5 準中型 A-2

10 周南救急11 高規格救急車 トヨタ 山口800す7922 Ｒ5.2 2,690cc 3,195㎏ - 7 普通

11 周南救急 5 高規格救急車 日　産 山口800す6444 R2.2 2,480cc 3,315㎏ - 7 普通

No
シャシ
メーカー

登 録 番 号 初年度登録 排気量 総重量
最　大
積載量

定員
自動車
区分

ポンプ
級　別 備　考

1 周南 50 タンク車 日　野 山口800は1043 Ｈ19.3 6,400cc 8,040㎏ - 6 中型 A-2 水槽：1.5㎥

2 周南 51 ポンプ車 日　野 山口800す9154 Ｒ7.11 4,000cc 6,495㎏ 700㎏ 5 準中型 A-2 水槽：0.7㎥

3 周南 52 救助工作車 日　野 山口800は1923 Ｈ28.12 6,400cc 11,155㎏ - 5 大型

4 周南 53 タンク車 三菱ふそう 山口800は360 H14.2 8,200㏄ 8,390㎏ 1,500㎏ 6 中型 A-2 水槽：1.5㎥

5 周南 54 屈折はしご車 日　野 山口800は2373 Ｒ5.9 8,860cc 16,880㎏ - 6 大型 地上高：25ｍ

6 周南 55 化学車 日　野 山口88つ1971 Ｈ11.3 13,260cc 14,110㎏ 2,040㎏ 6 大型 A-1 薬液槽：2.0㎥

7 周南 57 指令・指揮車 日　産 山口88た4388 Ｈ5.10 4,160cc 2640kg(2605kg) 350kg(150kg) 2(5) 普通

8 周南 58 査察・広報車 ダイハツ 山口880あ1480 Ｈ29.12 650cc 1460kg(1470kg) 350kg(250kg) 2(4) 普通 軽自動車

9 周南 59 資機材搬送車 いすゞ 山口880は2148 R2.2 5,190cc 10,365㎏ 2,250㎏ 3 中型

10 周南救急 6 高規格救急車 トヨタ 山口800す8344 Ｒ6.1 2,690cc 3,265㎏ - 7 普通

11 周南救急 7 高規格救急車 トヨタ 山口800す7511 Ｒ4.2 2,690cc 3,195㎏ - 7 普通

12 周南 15 支援車 日　野 山口800は1399 Ｈ22.11 12,910cc 19750kg(16180kg) 4450kg(-) 10(26) 大型

No
シャシ
メーカー

登 録 番 号 初年度登録 排気量 総重量
最　大
積載量

定員
自動車
区分

ポンプ
級　別 備　考

1 周南 60 ポンプ車 日　野 山口800す3726 Ｈ27.2 4,000cc 6,945kg 800㎏ 5 準中型 A-2 CAFS搭載
水槽:0.8㎥

2 周南 61 化学車 日　野 山口800は1417 Ｈ23.2 6,400cc 11,840㎏ 2,730㎏ 6 大型 A-2 薬液槽：1.2㎥
水　槽：1.5㎥

3 周南 62 資機材搬送車 トヨタ 山口800す8397 Ｒ6.3 2,750cc 3,645㎏ 1,400㎏ 3 準中型

4 周南救急 8 高規格救急車 日　産 山口800す5919 Ｈ31.1 2,480cc 3,275㎏ - 7 普通

車　両　名　等

【西消防署】

車　両　名　等

【西部出張所】

車　両　名　等

【東消防署】
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No
シャシ
メーカー

登 録 番 号 初年度登録 排気量 総重量
最　大
積載量

定員
自動車
区分

ポンプ
級　別 備　考

1 周南 70 タンク車 日　野 山口800は1153 Ｈ20.2 6,400cc 9,160㎏ 1,500㎏ 6 中型 A-2 水槽：1.5㎥

2 周南 71 ポンプ車 日　野 山口800す8676 R6.10 4,000㏄ 6,985㎏ 700㎏ 5 準中型 A-2 水槽：0.7㎥

3 周南 72 指令・指揮車 日　産 山口800す2990 Ｈ25.11 1,990cc 1,825kg - 5 普通

4 周南 73 水槽車 三菱ふそう 山口800は1246 Ｈ21.3 7,540cc 11,760㎏ 5,000㎏ 2 大型 B-2 水槽：5.0㎥

5 周南 74 資機材搬送車 ダイハツ 山口880あ1671 R1.12 650cc 1,480㎏ - 4 普通 軽自動車

6 周南救急 3 高規格救急車 トヨタ 山口800す9236 R8.2 2,690㏄ 3,175㎏ - 7 普通

No
シャシ
メーカー

登 録 番 号 初年度登録 排気量 総重量
最　大
積載量

定員
自動車
区分

ポンプ
級　別 備　考

1 周南 80 タンク車 日　野 山口800は1327 Ｈ22.2 6,400cc 9,040㎏ 1,500㎏ 6 中型 A-2 水槽：1.5㎥

2 周南 81 ポンプ車 日　野 山口800す4259 Ｈ28.2 4,000cc 5,885㎏ - 5 準中型 A-2

3 周南 82 査察・広報車 日　産 山口880あ1274 Ｈ27.10 650cc 1410kg(1420kg) 350kg(250kg) 2(4) 普通 軽自動車

4 周南救急10 高規格救急車 日　産 山口800す4867 Ｈ29.2 3,490cc 3,355㎏ - 7 普通

No 配　置 積載車両 メーカー 型 　式

1 消防本部 ラビット P265M

2 消防本部 トーハツ VC72A（S）

2 中央消防署 周南20 ラビット P382M

3 中央消防署 周南21 シバウラ FT300

4 中央消防署 周南23 ラビット P382

5 東消防署 周南41 ラビット P383

6 東消防署 周南43 ラビット P382

7 東消防署 周南30 ラビット P303

8 西消防署 周南51 シバウラ FT310M

9 西部出張所 周南60 トーハツ V20E

10 北消防署 周南71 シバウラ FT310M

11 北消防署 周南73 ラビット P303B

12 北部出張所 周南81 ラビット P383

C-1 2024/11/21

C-1

C-1

C-1

2016/2/5

2025/12/2

2015/2/25

C-1

C-1

C-1

C-1

C-1

C-1

級 別

C-1

購入年月日

2005/2/21

2006/3/10

2013/2/26

【北部出張所】

（３）小型動力ポンプ

車　両　名　等

2015/10/16D-1

2012/2/22

2023/3/3

車　両　名　等

1979/3/1

2009/3/2

B-2 2020/1/14

【北消防署】
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（４） 周南市常備消防力の推移

　　　　　　　  　        年
区 分 R4 R5 R6 R7 R8

合　　　　計 65 65 64 64 66

消防ポンプ車 6 6 6 7 7

水槽付消防ポンプ車 6 6 6 6 6

はしご車 2 2 1 1 1

屈折はしご車 1 1 2 2 2

大型化学高所放水車 1 1 1 1 1

化学消防ポンプ車 4 4 4 4 4

泡原液搬送車 1 1 1 1 1

救助工作車 3 3 3 3 3

小型動力ポンプ付水槽車 3 3 3 3 3

支援車 1 1 1 1 1

ドクターカー 0 0 0 0 1

高規格救急車 10 10 10 10 10

救急指導車 1 1 1 1 1

指令・指揮車 5 5 5 5 4

査察・広報車 6 6 6 6 8

連　絡　車 4 4 4 4 4

運　搬　車 3 3 2 2 2

資機材搬送車 6 6 6 6 6

人員搬送車 1 1 1 1 1

職　　員　　数 211 207 205 207 210

備　　　　考
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（単位：本）

　　　所属
種別

北部出張所 合  計

７５ミリ 74

６５ミリ 74 733

５０ミリ 85 791

４０ミリ 50

計 159 1,648

合　　計

19,900

5,040

940

26,230

1,280

360

40

53,290合　　計

消 防 本 部

東 消 防 署

西 消 防 署

西部出張所

北 消 防 署

北部出張所

146

103 137

北消防署

130

142

（６）現有ホース数（署、所）

西部出張所

37

43

184

46

西消防署

1,940

900

120

40

19,970

1,200

中央消防署

22

合成界面
活性剤(3%)

たん白(3%)

80

水成膜(6%)

東消防署

6

162

305

40

40

320

2,680

271

フッ化たん白

1,940

（７）消火薬剤備蓄量　

558

12,600 4,620

（単位：リットル）

281

3

275

47

水溶性
液体用(6%)

中央消防署 4,040 500

34,090 6,180 0

40

11,080

40

4,200
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№

2 　 〃   周陽2-8-31

3 　 〃   周陽2-8-20

4    〃　 富田1-1-2

5 　 〃   大字戸田2748-2

6 　 〃   大字鹿野上2822-4

7 　 〃   大字須々万奥字市場724-11

8 　 〃   大字須々万本郷10849-1

9 　 〃   大字高瀬字又二郎ヶ浴11311-2

10 　 〃   大字原10134-63

        １　消　防　通　信

（１）　通信機器位置図

通　信　機　器　配　置

1
消 防 本 部

大 ヶ 原 中 継 所

 周南市 新宿通5-1-3
中 央 消 防 署

周南地域消防指令センター

11
米 山 ト ン ネ ル

　 〃   大字鹿野上字夏山10420-3
第 2 ・ 3 通 信 所
米山第2送受信所

赤 松 ヶ 平 中 継 所

千 石 岳 中 継 所

東 消 防 署

西 消 防 署

西 部 出 張 所

北 消 防 署

北 部 出 張 所

489

434

2

188

山口市

岩国市

北消防署

下松市

光市

防府市

315

西消防署

西部出張所

北部出張所

金峰山反射板

米山トンネル

太華山反射板

赤松ヶ平中継所

大ヶ原中継所

千石岳中継所

中国自動車道

山陽自動車道

315

376

376

消防本部 東消防署

嶽山反射板

376

315

489

2

187

周南地域消防指令センター
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㈱
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工

場
出 光 共 同 防 災 組 織

1
出

光
興

産
㈱

徳
山
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非 常 通 報 施 設

防 災 要 員 ・ 当 直 人 数

泡 　 消 　 火 　 剤

オ イ ル フ ェ ン ス

展 張 船

オ イ ル フ ェ ン ス

油 回 収 船

小 型 消 防 車

可
搬
式

耐 熱 服

空 気 又 は 酸 素 呼 吸 器

泡 放 水 砲
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令
和
8
年
3
月
3
1
日
現
在

特
定
事
業
所
別

大 型 化 学 消 防 車

大 型 高 所 放 水 車

泡 原 液 搬 送 車

大 型 化 学 高 所 放 水 車

甲 種 普 通 化 学 消 防 車

乙 種 普 通 化 学 消 防 車

普 通 高 所 放 水 車

普 通 消 防 車

防
災
資

機
材

等
別

（
ℓ）

Ｂ
型

(
m
)

防
災
資

機
材

等
別

（
ℓ）
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型
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)
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資

機
材

等
別

（
ℓ）
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型

(
m
)

防
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資

機
材

等
別

（
ℓ）
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非 常 通 報 施 設

防 災 要 員 ・ 当 直 人 数

泡 　 消 　 火 　 剤

オ イ ル フ ェ ン ス

展 張 船

オ イ ル フ ェ ン ス

油 回 収 船

小 型 消 防 車

可
搬
式

耐 熱 服

空 気 又 は 酸 素 呼 吸 器

泡 放 水 砲

放 水 銃
特
定
事
業
所
別

大 型 化 学 消 防 車

大 型 高 所 放 水 車

泡 原 液 搬 送 車

大 型 化 学 高 所 放 水 車

甲 種 普 通 化 学 消 防 車

乙 種 普 通 化 学 消 防 車

普 通 高 所 放 水 車

普 通 消 防 車

防
災
資

機
材

等
別
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Ｂ
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)
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材
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35 19 7 9 29 2 1 743 2 78,337 70,061 2,955 5,321

49 29 3 5 12 40 6 4 1,135 88 12 41,570 40,561 997 12

35 15 4 5 11 46 2 8 1,920 163 48 117,307 115,410 1,697 200

38 17 4 1 16 29 2 7 1,677 36 311 79,624 70,959 1,893 163 6,609

50 20 4 5 21 24 3 10 1,446 50 789 152,369 109,861 1,986 23,475 17,047

31 15 1 2 1 12 18 5 229 7 3 59,808 33,251 7 880 3,000 22,670

38 21 1 1 15 29 2 6 1,080 70 78,708 65,205 598 11,211 1,694

46 30 1 2 13 43 4 6 1,102 88 86 86,653 53,733 1,420 2,282 29,218

27 13 5 9 15 2 2 510 102 2 26,659 8,954 17,392 313

47 21 4 22 28 1 6 655 29 9 51,400 49,910 1,317 173

10 3 1 3 3 7 1 1 923 5 30,486 29,568 918

6 2 1 1 2 2 81 7 14,296 14,103 193

4 1 1 1 1 2 24 6 1 1,030 900 130

7 1 1 5 1 1 6 54 5 49

7 1 1 5 2 1 30 2 773 489 284

14 1 1 2 10 1 2 184 30 10,830 10,759 69 2

15 3 1 1 10 3 27 7 9,022 8,932 50 40

8 5 3 9 1 333 9 9,586 9,586

12 12 1 1 4 4

8 3 2 3 4 113 8 15,312 15,099 188 25

5

4

車
両

R2

7

6

種
別

　　参考：熊毛地区（光地区消防組合管内）

28

3

7

29

5

R2

31

30

そ
の
他

死
亡

船
舶
・
航
空
機

年

合
計

28

年

焼
損
棟
数

建
物
林
野

死
亡

床
面
積

表
面
積

林
野
（

ア
ー

ル
）

負
傷

１　火災統計

（１）年別火災発生状況（過去10年間）

種
別

火災件数

火災件数

船
舶
・
航
空
機

損害額（千円）

爆
発

焼
損
棟
数

船
舶
・
航
空
機

床
面
積

死傷者 焼損面積

建物（㎡）

そ
の
他

合
計

建
物

死傷者 焼損面積

建物（㎡）

31

30

合
計
建
物
林
野

3

29

6

4

表
面
積

車
両

そ
の
他

林
野

合
計

負
傷

車
両

林
野
（

ア
ー

ル
）

林
野

建
物

損害額（千円）

そ
の
他

船
舶
・
航
空
機

車
両

爆
発
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2 2 0

6 3 2 1 3 261 20,827 20,154 673

7 2 5 2 1 9 68 4 64

5 3 1 1 3 676 47 626 3

3 3 3 128 1 1,657 1,625 32

2 1 1 4 2 19 15 0

5 1 4 1 1 1 197 21,019 21,014 5

6 2 4 6 33 269 201 68

6 3 1 2 3 2 2 2 234 215 18 1

2 1 1 1 15 6,308 6,308

0 0

3 2 1 2 11 342 342

47 21 0 4 0 22 28 1 6 655 29 9 51,400 49,910 0 1,317 0 173 0

1 1 1 17 2,722 2,722

0 0

1 1 0

2 1 1 5 0

1 1 25 25

0 0

1 1 2 10 2 8,790 8,790

1 1 1 188 188

0 0

0 0

1 1 1 86 3,587 3,587

0 0

8 3 2 0 0 3 4 0 0 113 0 8 15,312 15,099 188 0 0 25 0

5

6

12

1

2

3

1

2

3

計

5

9

10

11

7

8

6

4

そ
の
他

建
物

月

車
両

そ
の
他

床
面
積

表
面
積

合
計

建
物

林
野

車
両

建物（㎡） 林
野
（

ア
ー

ル
）

死傷者

9

合
計

林
野

船
舶
・
航
空
機

　　参考：熊毛地区（光地区消防組合管内）
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舶
・
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合
計

林
野

8

12

計

表
面
積

死
亡

11

7

種
別

車
両

（２）月別火災発生状況（令和７年中）

火災件数

そ
の
他

焼
損
棟
数

建物（㎡）

死傷者 焼損面積

爆
発

船
舶
・
航
空
機

建
物

負
傷

爆
発

損害額（千円）

損害額（千円）

林
野

車
両

焼損面積

そ
の
他

船
舶
・
航
空
機

合
計

床
面
積
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 （４）原因別・種別火災発生状況（令和７年中）

 （５）風速・湿度別火災発生状況（令和６年中）（令和７年中）

2 161

火

遊

び

排

気

管

摩

擦

熱

焼

却

炉

火

入

れ

（

枯

草

焼

き
）

2

湿度

2

47

風速

計 10

２ｍ未満
２ｍ以上
５ｍ未満

４０％未満

５０％以上
６０％未満

７０％以上
８０％未満

1

1

5

8

８０％以上

計 27 18

22 2 1 1 2

その他 9 1 1
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航空機

1

車　両 2
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2
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1

1
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原
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1 21

火

花

電

気

た

き

火

た

ば

こ

放
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放
火
の
疑
い
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ん
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発
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筒

6

不

明

4

1

1

５ｍ以上
８ｍ未満

８ｍ以上
11ｍ未満

11ｍ以上
14ｍ未満

14ｍ以上 不明

不明

４０％以上
５０％未満

６０％以上
７０％未満

4

8

2

2

3

5

6

1

1

2

計

3

3

9

13

11

8
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　　　　月別
署所別

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 計

中 央 消 防 署 232 158 145 137 161 154 197 206 163 180 173 204 2,110

東 消 防 署 275 213 231 214 205 194 244 237 202 217 216 256 2,704

西 消 防 署 149 121 125 108 127 145 139 149 108 121 122 140 1,554

西 部 出 張 所 40 37 41 28 33 31 42 43 28 38 39 38 438

北 消 防 署 17 20 18 19 14 17 8 18 6 13 18 16 184

北 部 出 張 所 27 25 32 24 24 24 26 26 33 31 24 25 321

計 740 574 592 530 564 565 656 679 540 600 592 679 7,311

　　　　月別
署所別

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 計

中 央 消 防 署 203 137 135 126 154 135 182 178 150 169 152 173 1,894

東 消 防 署 210 184 201 175 177 172 210 204 183 189 188 205 2,298

西 消 防 署 120 115 116 101 111 134 121 128 99 100 110 129 1,384

西 部 出 張 所 33 31 38 21 30 26 39 40 25 32 34 36 385

北 消 防 署 12 14 18 16 8 16 8 17 6 14 18 14 161

北 部 出 張 所 24 22 29 22 21 24 23 21 31 30 23 24 294

計 602 503 537 461 501 507 583 588 494 534 525 581 6,416

　（４）署所別救急搬送人員（令和７年中）

　（３）署所別救急出場件数（令和７年中）

中央消防署

29.5%

東消防署

35.8%

西消防署

21.6%

西部出張所

6.0%

北消防署

2.5%
北部出張所

4.6%

周南市消防本部管内合計

中央消防署

28.8%

東消防署

37.0%

西消防署

21.3%

西部出張所

6.0%

北消防署

2.5%
北部出張所

4.4%

周南市消防本部管内合計
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　　　　 種別

 分団名
機　庫 消防車 積載車 小型ポンプ

消防ホース
乾　燥　塔

消防ホース

合　　計 62 2 71 89 49 2,585

東第１分団 3 3 3 3 126

東第２分団 6 6 9 6 216

東第３分団 5 5 5 5 172

北第４分団 2 2 4 1 125

北第５分団 2 1 2 3 2 91

北第６分団 1 2 3 76

北第７分団 2 2 3 2 86

北第８分団 5 5 6 1 192

北第９分団 1 3 3 1 88

北第10分団 4 4 4 1 126

中央第11分団 3 3 3 2 107

中央第12分団 2 4 5 2 138

中央第13分団 2 2 4 2 95

中央第14分団 4 6 7 3 191

中央第15分団 5 3 7 4 162

西第16分団 8 8 8 8 243

西第17分団 5 6 6 5 233

西第18分団 2 5 7 1 118

団　本　部 1

３ 消防機械

（１）分団別機械器具等配備表

-65-



No 方面 分 団 名 支 部 名 機 庫 名 シャシ
メーカー

登 録 番 号 初年度登録 総重量 定員
免許
区分

ポンプ
級別

種別 備考

1 上須野河内 ダイハツ 山口880あ1757 R3.1 1,500㎏ 4 普通 B-2 軽自動車

2 高　代 日　産 山口800す993 H22.2 3,610㎏ 10 準中型 B-3 普通積載

3 上　市 トヨタ 山口800す7937 R5.2 3,620㎏ 6 準中型 B-2 普通積載

4 日　産 山口800す469 H21.3 2,900㎏ 10 普通 B-3 普通積載

5 いすゞ 山口800す6447 R2.2 3,820㎏ 6 準中型 B-2 普通積載

6 スズキ 山口880あ1108 H26.3 1,470㎏ 4 普通 B-2 軽自動車 総務省

7 いすゞ 山口800す7519 R4.2 3,950㎏ 6 準中型 B-2 普通積載

8 トヨタ 山口800す8352 R6.2 3,670㎏ 6 準中型 B-2 普通積載

9 兼　清 日　産 山口800さ5112 H15.3 2,105㎏ 7 普通 B-3 普通積載

10 呼　坂 日　産 山口800す5938 H31.1 3,610㎏ 6 準中型 B-2 普通積載

11 勝間中 トヨタ 山口800す8798 R7.2 3,050㎏ 6 普通 B-2 全自動

12 遠　見 日　産 山口800さ8526 H18.3 2,740㎏ 10 普通 B-3 普通積載

13 清光台 日　産 山口800さ9262 H19.2 2,740㎏ 10 普通 B-3 普通積載

14 此　原 日　産 山口800す1573 H23.2 2,970㎏ 10 普通 B-3 普通積載

15 中  須 三　菱 山口800さ3440 H13.9 2,900㎏ 10 普通 B-3 普通積載

16 阿田川 日　産 山口800す4324 H28.3 3,685㎏ 9 準中型 B-2 普通積載

17 日　野 山口800す5359 H30.2 4,580㎏ 6 準中型 A-2 ポンプ車 日機

18 トヨタ 山口800さ8527 H18.3 2,970㎏ 10 普通 B-3 普通積載

19 中  原 いすゞ 山口800す1081 H22.3 3,590㎏ 6 準中型 B-2 普通積載 総務省

20 日　産 山口800さ6046 H15.12 3,060㎏ 10 普通 B-3 普通積載

21 いすゞ 山口800す7520 R4.2 3,950㎏ 6 準中型 B-2 普通積載

22 第1支部 長　穂 三　菱 山口800さ3439 H13.9 2,900㎏ 10 普通 B-3 普通積載

23 第2支部 大道理 日　産 山口800す8823 R7.2 2,925㎏ 5 普通 B-2 ワンボックス

24 大  泉 日　産 山口800す9296 R8.3 3,065㎏ 3(6) 普通 B-2 ワンボックス 総務省

25 合の川 日　産 山口800す466 H21.3 3,510㎏ 10 準中型 B-2 普通積載

26 今  井 スズキ 山口880あ1929 R5.2 1,460㎏ 4 普通 B-2 軽自動車

27 金  松 日　産 山口800さ9261 H19.2 3,030㎏ 10 普通 B-3 普通積載

28 第2支部 大　向 日　産 山口800す2051 H24.2 3,655㎏ 9 準中型 B-3 普通積載

29 第1支部 日　産 山口800す3758 H27.3 3,555㎏ 9 準中型 B-3 普通積載

30 日　産 山口800さ3632 H13.11 2,960㎏ 6 普通 B-2 全自動

31 日　産 山口800さ9870 H20.2 3,570㎏ 10 準中型 B-3 普通積載

32 大  潮 トヨタ 山口800す3853 R6.2 3,670㎏ 6 準中型 B-2 普通積載

33 中  津 ダイハツ 山口880あ1493 H30.1 1,450㎏ 4 普通 B-2 軽自動車

34 大地庵 日　産 山口800さ7085 H16.11 3,070㎏ 10 普通 B-3 普通積載

35 渋  川 いすゞ 山口800す7031 R3.2 3,870㎏ 6 準中型 B-2 普通積載

（２）車　両　一　覧  

第
１
方
面
隊
　
東

第１分団 第1支部

第２分団

第1支部 高　水

第2支部
安　田

第３分団

第1支部

第2支部

第
２
方
面
隊
　
北

第４分団 第1支部

第５分団 第1支部
須  金

第６分団 第1支部 須々万

第７分団

第
3
方
面
隊
　
北

第８分団
第1支部

第９分団 本　町
第2支部

第10分団

第1支部

第2支部
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No 方面 分 団 名 支 部 名 機 庫 名
シャシ

メーカー
登 録 番 号 初年度登録 総重量 定員

免許
区分

ポンプ
級別

種別 備考

36 第1支部 東　部 日　産 山口800す471 H21.3 2,930㎏ 6 普通 B-2 全自動

37 第2支部 西　部 日　産 山口800す2885 H25.9 3,070㎏ 6 普通 B-2 全自動

38 第3支部 北　部 三　菱 山口800さ2770 H13.3 2,810㎏ 6 普通 B-3 全自動

39 トヨタ 山口800す9283 R8.3 3,020㎏ 6 普通 B-2 全自動

40 三　菱 山口800さ2108 H12.8 2,710㎏ 10 普通 B-3 普通積載

41 日　産 山口800す1572 H23.2 3,080㎏ 6 普通 B-2 全自動

42 トヨタ 山口800す7938 R5.2 3,620㎏ 6 準中型 B-3 普通積載

43 第1支部 大　島 三　菱 山口800さ2109 H12.8 2,710㎏ 10 普通 B-3 普通積載

44 第2支部 粭 日　産 山口88は79 H10.10 2,590㎏ 10 普通 B-3 普通積載

45 日　産 山口800す4845 H29.1 3,570㎏ 6 準中型 B-2 普通積載

46 日　産 山口800さ9869 H20.2 3,570㎏ 10 準中型 B-3 普通積載

47 中　野 トヨタ 山口88た4591 H6.1 2,350㎏ 10 普通 B-3 普通積載

48 いすゞ 山口800す9284 R8.3 4,000㎏ 6 準中型 B-2 普通積載

49 日　産 山口800す4325 H28.3 3,685㎏ 9 準中型 B-2 普通積載

50 四　熊 トヨタ 山口88た6754 H8.3 2,390㎏ 10 普通 B-3 普通積載

51 刈　尾 ダイハツ 山口880あ2038 R6.3 1,520㎏ 4 普通 B-2 軽自動車 総務省

52 日　産 山口800さ788 H11.10 2,515㎏ 9 普通 B-3 普通積載

53 ダイハツ 山口880あ1586 H31.1 1,470㎏ 4 普通 B-2 軽自動車

54 川　崎 日　産 山口800す4347 H28.3 2,990㎏ 6 普通 B-2 全自動

55 三　笹 日　産 山口800す2543 H25.1 2,990㎏ 6 普通 B-2 全自動

56 清　水 日　産 山口800す3753 H27.3 3,070㎏ 6 普通 B-2 全自動

57 古　泉 日　産 山口800す6460 R2.2 3,130㎏ 6 普通 B-2 全自動

58 宮の前 三　菱 山口800さ6325 H16.3 2,820㎏ 6 普通 B-3 全自動

59 福　川 日　産 山口800す2886 H25.9 3,070㎏ 6 普通 B-2 全自動

60 御姫町 日　産 山口800す5361 H30.2 2,990㎏ 6 普通 B-2 全自動

61 中　畷 日　産 山口800す2050 H24.2 3,150㎏ 6 普通 B-2 全自動

62 馬　神 日　産 山口800す2540 H25.1 3,565㎏ 9 準中型 B-3 普通積載

63 米　光 ダイハツ 山口880あ2033 R6.2 1,510㎏ 4 普通 B-2 軽自動車

64 和　田 日　産 山口800さ9260 H19.2 3,030㎏ 10 普通 B-3 普通積載

65 高　瀬 ダイハツ 山口880あ1844 R3.12 1,510㎏ 4 普通 B-2 軽自動車

66 ダイハツ 山口880あ2174 R8.2 1,450㎏ 4 普通 B-2 軽自動車

67 日　産 山口800す992 H22.2 3,610㎏ 10 準中型 B-3 普通積載

68 日　産 山口800さ7103 H16.11 2,760㎏ 10 普通 B-3 普通積載

69 ダイハツ 山口880あ1587 H31.1 1,480㎏ 4 普通 B-2 軽自動車

70 トヨタ 山口88た3597 H4.10 2,580㎏ 10 普通 B-3 普通積載

71 三　菱 山口800さ4656 H14.10 2,750㎏ 10 普通 B-3 普通積載

72 いすゞ 山口800す7032 R3.2 3,870㎏ 6 準中型 B-2 普通積載

73 日　野 山口800す4825 H29.1 4,260㎏ 6 準中型 A-2 ポンプ車 モリタ
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No 方面 分　団　名 支部名 機庫名 メーカー 型 式 級 別 購入年月日

1 上須野河内 シバウラ FF500 B-2 2021/1/21

2 高　代 トーハツ VC62BS B-3 2004/9/2

3 上　市 シバウラ FF500 B-2 2023/2/14

4 ラビット Fi7000 B-3 2009/3/4

5 トーハツ VC72AS B-2 2020/2/6

6 ラビット Fi8000 B-2 2014/3/27

7 小成川 ラビット V38BS B-3 1993/12/22

8 新　町 トーハツ V30A B-3 1991/12/10

9 上大歳 ラビット P407R B-3 1983/12/1

10 トーハツ VC72A(S) B-2 2022/2/14

11 トーハツ VC72BS B-2 2024/2/22

12 兼　清 トーハツ V46B B-3 1993/1/27

13 呼　坂 シバウラ FF500 B-2 2019/1/30

14 勝間中 シバウラ FS500RC B-2 2025/2/27

15 遠　見 ラビット P476B B-3 2005/9/13

16 清光台 トーハツ VC62BS B-3 2007/2/9

17 此　原 ラビット Fi7000 B-3 2011/2/25

18 ラビット P455 B-3 2001/6/21

19 ラビット P303B C-1 1980/7/5

20 阿田川 トーハツ VC72A(S) B-2 2016/3/11

21 須　金 ラビット P476B B-3 2005/9/13

22 シバウラ SF756AZ B-2 2010/3/31

23 ラビット P380 C-1 1992/7/23

24 トーハツ VC62AS B-3 2003/12/18

25 トーハツ VC72A(S) B-2 2022/2/14

26 トーハツ V20B C-1 1986/12/12

27 ラビット P455 B-3 2001/6/21

28 トーハツ V20B C-1 1984/7/2

29 第２支部 大道理 シバウラ FF510 B-2 2025/3/7

30 大　泉 シバウラ FS500 B-2 2026/3/27

31 合の川 ラビット Fi7000 B-3 2009/3/4

32 今　井 シバウラ FF500 B-2 2023/2/8

33 金　松 トーハツ VC62BS B-3 2007/2/9

34 トーハツ VC62BS B-3 2012/2/20

35 トーハツ V20B C-1 1984/7/2

36 第１支部 ラビット Fi7000 B-3 2015/3/5

37 ラビット P555E B-2 2001/11/26

38 トーハツ VC62BS B-3 2008/2/25

39 大　潮 トーハツ VC72BS B-2 2024/2/2

40 中　津 トーハツ VC72AS B-2 2018/2/1

41 大地庵 トーハツ VC52A B-3 2001/7/27

42 渋　川 シバウラ FF500 B-2 2021/2/19

北　第９分団
第２支部

本　町

第２支部

第１支部

北　第10分団

第１支部

須々万

第１支部 長　穂
北　第７分団

第２支部 大　向

北　第８分団

第１支部

高水

安　田

第１支部

第１支部
中　原

第１支部

第２支部

東　第３分団

第１支部

第２支部

第１支部

北　第４分団

北　第５分団

北　第６分団

中　須
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No 方面 分　団　名 支部名 機庫名 メーカー 型 式 級 別 購入年月日

43 第１支部 東　部 トーハツ VF63AS B-2 2009/3/4

44 第２支部 西　部 トーハツ VF63AS-Ti B-2 2013/10/2

45 第３支部 北　部 ラビット P476E B-3 2001/3/13

46 トーハツ VF63BS-Ti B-2 2026/3/5

47 トーハツ VC52AS B-3 2000/6/22

48 ラビット P303B C-1 1983/8/27

49 ラビット P450 B-3 1981/9/25

50 シバウラ FF500 B-2 2023/2/14

51 トーハツ VC52AS B-3 2000/6/22

52 ラビット P303B C-1 1986/2/4

53 トーハツ V38C(S) B-3 1998/11/20

54 トーハツ V15A C-1 1980/7/12

55 シバウラ FF500 B-2 2017/1/27

56 トーハツ VC62AS B-3 2008/2/25

57 中　野 ラビット P408R B-3 1991/7/19

58 トーハツ VC72BS B-2 2026/3/14

59 トーハツ VC72A(S) B-2 2016/3/11

60 トーハツ V46B B-3 1996/3/19

61 トーハツ V20B C-1 1996/3/19

62 近　江 ラビット P455 B-3 1997/7/16

63 刈　尾 トーハツ VF63BS B-2 2024/3/28

64 瀬戸浜 ラビット P303B(S) C-1 1987/11/13

65 柳ヶ浦 ラビット P407R B-3 1992/10/21

66 シバウラ FF500 B-2 2019/1/31

67 ラビット P407R B-3 1987/11/13

68 トーハツ V20B C-1 1992/7/23

69 川　崎 トーハツ VF63AS-Ti B-2 2016/3/18

70 三　笹 ラビット P572E B-2 2013/1/16

71 清　水 トーハツ VF63AS-Ti B-2 2015/3/5

72 古　泉 トーハツ VF63AS-Ti B-2 2020/2/14

73 宮の前 ラビット P476E B-3 2004/3/10

74 福　川 トーハツ VF63AS-Ti B-2 2013/10/2

75 御姫町 トーハツ VF63AS-Ti B-2 2018/2/8

76 中　畷 トーハツ VC72AM B-2 2012/2/20

77 馬　神 ラビット Fi7000 B-3 2013/1/16

78 米　光 トーハツ VC72BS B-2 2024/2/29

79 和　田 トーハツ VC62B(S) B-3 2007/2/9

80 高　瀬 トーハツ VC72A(S) B-2 2021/12/15

81 トーハツ VC72BS B-2 2026/3/11

82 トーハツ VC62B(S) B-3 2010/2/27

83 シバウラ FF500 B-2 2019/1/31

84 トーハツ VC62AS B-3 2004/9/2

85 ラビット P303B C-1 1981/10/14

86 トーハツ V46A B-3 1992/7/21

87 ラビット P476A B-3 2002/10/21

88 シバウラ FF500 B-2 2021/2/19

89 ラビット P303B C-1 1986/2/14
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（４）周南市非常備消防力の推移

　　　　　　　        年
区 分 Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８

車 両 合 計 数 75 75 74 74 73

消 防 ポ ン プ 車 2 2 2 2 2

小型動力ポンプ積載車 73 73 72 72 71

小 型 動 力 ポ ン プ 96 96 94 91 89

分 団 数 18 18 18 18 18

団 員 数 956 883 859 854 834

備　　　　考
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周南市消防本部 
 〒745-0056 山口県周南市新宿通５丁目１番３号 

電 話 0834-22-8756 

ＦＡＸ 0834-31-8533  

メール sho-somu@city.shunan.lg.jp 
 

 


